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はしがき

本報告は、障害児教育における「音楽を活用した取り組み」のより効果的な実践を目的

とした基礎的、実践的研究である。その内容はこれまでに行ってきた脳波を指標とした基

礎的研究のための方法論的な側面と、主に文献的な検討からみた実践的な側面からなって

いる．長期的展望にたって本研究を考えたときに、今回の報告はその第一歩となるものと

考えている。基礎的な研究と実践的な研究を同時に進めることは、当面の課題設定や設備

的な制約もあって容易ではないが、本研究の中心的な考え方である。これまでに蓄積して

きた基礎的な研究に加え、今後は実践的な研究も合わせて行っていく予定である。

本研究の研究組織及び交付された研究経費、研究発表は以下の通りである。
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はじめに

本研究は障害児教育における「音楽を活用した取り組み」を有効に行うた

めの実践的、基礎的研究である。障害の有無を問わず、子どもたちは音楽が

大好きである。音楽に耳を傾けるだけではなく、歌を歌うことや音楽に合わ

せて身体を動かすこと、太鼓や笛などの楽器を鳴らすことなどの音楽活動を

通じて、まさに音楽すなわち音を楽しむことができる。何より音楽は、子ど

もたちにとって「楽しみながらの教育」につながる可能性が高いことから、

特に障害児教育の分野ではこれまでに「音楽を活用した取り組み」が様々な

指導目的や方法内容で行われてきている．しかし一方で、それらの取り組み

の多くは現場の有能な教師の経験と勘に依存する場合がむしろ多いのが現状

であり、具体的かつ一般的な方法論として、どのように音楽を応用していけ

ばよりよい教育的効果が得られるのかなどについて総合的にまとめられた実

践的研究はほとんどみられない。一方「音楽を活用した取り組み」を行うに

当たっての基礎的な基盤を形成するためには、音楽が人間に与える効果、あ

るいは音楽に対する人間の反応様式について明らかにすることが不可欠であ

る。しかし心理学や生理学を始めとする各分野で多くの研究が行われている

にも関わらず、現段階において明確で一般的な所見はほとんど得られていな

い。

前述したように本研究は､障害児教育における「音楽を活用した取り組み」

をより効果的に行うための基礎的、実践的研究を目指して計画したものであ

り、大きく二つの側面からなっている。まず基礎的な研究の側面として、こ

れまでに我々が行ってきた「音楽が人間の生理心理的側面に与える影響とそ

の効果」に関する研究から得られた所見を基に、音楽がもつ覚醒調整効果を

より詳細に追求するための方法論的な研究を行う。すなわち、音楽のもつ音

圧の要素が人間の覚醒水準の変動に与える影響を明らかにするために、これ

までにアナログ回路で制作された変調装置をデジタル化し、コンピュータ上

で開発することでダイナミックレンジを広げ、音楽に対するより厳密な対照

刺激の試作を試みる。この新たな対照刺激については、これまでにアナログ

装置を用いて得られた所見と比較しながらその有効性について検討を加える。

次に実践的な研究の側面として、全国で行われている「音楽を活用した取

り組み」について文献的に検討を加えながら総覧することで、今後の障害児

教育における「音楽を活用した取り組み」に対する研究的アプローチの指針

を示す。すなわち、全国の特殊教育諸学校における「音楽を活用した取り組

み」について、既成のデータベースを基に文献的な検討を行いその現状を把
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握する。

以上のことから本稿では､全体を大きく２部に分けて構成した｡すなわち、

第１部音楽が人間に与える影響とその効果では、基礎的な研究の側面とし

て、本研究で新たに開発したデジタル化された変調装置について詳細に述べ、

その有効性と音楽のもつ音圧の要素が人間に与える影響などについて述べる。

さらに第２部障害児教育における音楽を活用した取り組みでは、実践的な

研究の側面として、全国で行われている「音楽を活用した取り組み」につい

て文献的に検討を加えながら総覧したもの（琉球大学障害児実践センター紀

要に投稿）に加筆、修正を加えたものを掲載した。第２部では本研究におけ

る今後の指針と課題についても合わせて述べる。
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第１部音楽が人間に与える影響とその効果

Ｌこれまでに得られた所見と新たな変調装置開発の必要性

障害児教育における「音楽を活用した取り組み」にみられるように、音

楽は生体の心身両面に対してきわめて効果的な影響を及ぼしうる媒体で

ある。例えば音楽行動のひとつである鑑賞という場面を考えた場合、そこ

にはまず音楽があり、次に聞き手としての生体の存在がある。聞き手にと

って音楽は外部環境として捉えられ、一方で生体自身がもつ内部環境とし

て、身体の生理過程が作り出す生理的状態と、それに密接に結びつく意識

あるいは心理的状態が存在する。特に受動的音楽鑑賞という音楽的行動で

は、身体的に静的な状態におかれている場合が多いと考えられる。すなわ

ちこの音楽行動において生理的状態である覚醒水準は、容易に低下する可

能性があることを示している。一方心理的状態は、まず外部環境としての

音楽自体と接することに対して動機づけられた態度、すなわち心理的「構

え」のあり方が問題とされねばならない。その上で、主観的な報告として

聞き手が外部環境としての音楽を享受していたとするならば、そこには音

楽に対する興味や注意、あるいは情緒的反応のような特異的な心理的状態

の存在を推定することができる。これまでに我々は、音楽を鑑賞すること

によって生じる心理的状態の変動を、生理的状態の変動から客観的に明ら

かにする試みを行ってきた。この領域における従来の研究の多くは、音楽

鑑賞時に明らかな覚醒を維持した状態のみを資料として扱ってきた。生理

的状態の変動である覚醒水準の変動そのものを取り扱った研究はみられ

ない。本研究では従来の考察枠組みに対する反省に基づき、脳波を生理的

状態の指標とし、音楽が生体に与える影響を一連の覚醒水準の変動として

捉えた。一方で生体の心理的状態の変化を知るために、音楽に対する聞き

手の主観的な体験についても同時に求め、この生理的状態と心理的状態の

関係から、受動的音楽鑑賞時における生体の覚醒水準の変動について検討

を加えてきた。

音楽に限らず､外部環境が生体の内部環境である覚醒水準に影響を与え

る場合、脳幹網様体賦活系の働きを重視する古典的な理論では、覚醒水準

は刺激入力の強さあるいは量に依存して変動すると考えられている。音楽

のもつ物理音響的側面からみた３大要素には高低（pitch)、音圧

（loudness)、音色（timbre）があり、刺激入力の量あるいは強さは、こ

３
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れらのうち音圧の要素が最も直接的に関わっているものと考えられる。こ

のことからこれまでに、まず音圧の要素に着目した楽曲の定量化と、対照

刺激の作成を試みた。この目的のために、楽曲のもつ音圧の時間的な変動

をシミュレートした白色雑音を出力させる変調装置を新たに開発した。こ

の変調装置は、元の楽曲のもつ音圧変動を選択的に抽出し、その変動パタ

ンに従って、一定音圧の白色雑音を変調するものである。このことによっ

て、元の楽曲と同様の音圧変動をもつ白色雑音を呈示することが可能とな

った（変調雑音：Ｓｉｍ･Music)。この変調雑音は別の見方をするならば、

楽曲のもつ他の物理音響特性である音色と高低の要素を、いわば意図的に

除去した音響刺激であるともいえる。以上のことから、楽曲がもつ音圧の

要素が生体に与える影響について、選択的に統制された実験デザインの設

定が可能となった。

これまでに得られた所見から、変調雑音聴取時では、時系列に沿った脳

波的覚醒段階の出現パタンの変動は、各被験者ともに音圧変動が少ない場

合に容易に睡眠状態に移行する傾向がみられた。さらに音圧レベルの一過

的な上昇に対しては、防禦反応と考えられる覚醒反応が顕著に見られた。

一方、音楽鑑賞時には半睡状態にあることが多く、その状態を安定して維

持する傾向があった。音圧レベルの変動に伴う意識水準の変動は、変調雑

音聴取時と比較して少なかった（図１．１，中、下段)。脳波の周波数分析か

ら、両音響条件間におけるスペクトル構造の相違は、覚醒安静時より半睡

状態において明確であり、徐波帯域におけるパワが音楽鑑賞時において有

意に減少することが明らかとなった。すなわち、視察的には同一の覚醒段

階である入眠移行期（段階Ｓ１）にありながら、全般的な覚醒水準は音楽

鑑賞時においてより高い傾向を認めた。これに対応して、主観的体験は音

楽鑑賞時には「心地よさ」や「弛緩」あるいは「くつろぎ」等の報告が８

名中６名の被験者から得られ､一方変調雑音聴取時では｢飽き｣や｢眠気｣、

あるいは呈示刺激に対する「不'快感」といったような報告が全ての被験者

から得られた。すなわち音楽と変調雑音という二つの外部環境に対して被

験者個人がもった心理的「構え」は明らかに異なり、一方でその心理的状

態の相違が、生理的状態である脳波活動の相違として捉えられたものと考

えられる。このことは受動的音楽鑑賞という音楽行動のもつ効果のひとつ

として、覚醒調整効果をもつことを示唆している。すなわち、少なくとも

今回設定した鑑賞場面において音楽は、覚醒水準をまず鎮静方向へ向かわ

せ、さらにそのまま単純に自然睡眠へ移行することなく鑑賞という音楽的

行動に最適な覚醒水準を維持させるような働きがあったものと考えられ

る。
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ここで用いた変調雑音はアナログ回路で設計されたものであり、楽曲と

同様の音圧変動をもつものの、基の楽曲に比べてダイナミックレンジが狭

く、様々な制約から全く同一の音圧変動をもたせることはできなかった

（図1-1、上段)。得られた所見から、聞き手の覚醒水準の変動の幅は音楽

鑑賞時に比較して変調雑音聴取時に大きなものであったが、そこに前述し

たダイナミックレンジの相違による影響が介在していた可能性がなかっ

たとはいいきれない。この点について明らかにするためには、当初の開発

子定のように、基になる楽曲と全く同一の音圧変動をもつ白色雑音を出力

できるよう装置の改良が不可欠である。この基になる楽曲と全く同一の音

圧変動をもつ白色雑音を対照刺激として用いた追加実験を行うことで、楽

曲が固有にもつ音圧変動が人間の覚醒水準の変動に及ぼす本来の効果が

改めて明確にされるものと考えられる。すなわち追加実験から得られた所

見が、改良前の変調雑音呈示下でこれまでに得られた所見と異なれば、変

調装置のダイナミックレンジの及ぼす影響が強かったものと考えざるを

えない。逆に追加実験から得られた所見が、改良前の変調雑音呈示下で得

られた所見と同様であれば、これまでに得られた所見のもつ意味が改めて

再確認されたことになると考えられる。

これらのことから今回は､これまでに得られた所見の有効性を再確認す

るためにも、基の楽曲と全く同一の音圧変動をもつ白色雑音（ホワイトノ

イズ）を出力可能な装置を新たに開発した。これまでに用いてきた１日変調

装置はアナログ回路で構成されていたことから、試作に当たっては様々な

制約がありこの装置自身の改良には限界があった。このことから今回は設

計方針を改め、デジタル信号処理の手法を応用してコンピュータ上で開発

を行い、基の楽曲と全く同一の音圧変動をもつ白色雑音を出力させること

に成功した。以下にアナログとデジタルにおける音圧の定義についてまと

め、さらに変調装置開発の経過とその有効性について述べる。
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図１．Ｌ基になる楽曲と旧変調雑音の音圧変動（縦軸は対数圧縮されている）

上段：単位時間毎の平均音圧レベル、中断:代表例（被験者３)、下段：全被験者(､=8）
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２音楽のもつ３大要素と物理音響的要素との関係

一般に音楽を構成する要素としては旋律(melody)、律動(rhythm)、和声

(harmony)があげられ、音楽の三大要素と呼ばれている。旋律は｢ふし｣であっ

て音の高低において変化の印象を指す。また旋律は音の高低の変化のみなら

ず、音の長短、強弱が組み合わされて形成される。この組み合わせをリズム

と呼び、楽曲に力動的な感じを持たせる。また高さの異なる２個またはそれ

以上の音を同時に鳴らしたときに響く音を和音といい、和音の連結を和声と

呼ぶ。和声は協和(consonance)の原理に基づくものであり、楽曲の全般に対し

て多彩な変化を与える。一方物理音響的側面からみると、音楽の三大要素で

ある旋律、律動、和声と対応して、音の高低(pitch)、音圧（loudness)、音色

(timbre)の三つの大きな要素を考えることが出来る｡音の高低は音の物理的側

面の一つである周波数の変化に応じて変化する。一方音圧は音源のもつ振幅

の大きさによって決定され、音色は主に音源の持つ震動の波形が関与して決

定される。音の高低に関してはヘルツ(Hz)，大きさに関してはデシベル(｡B）

などの単位があるが、音色に関してはそのような単位がない。仮に音響心理

学的な、音色の心理的尺度ができたとすれば、それはおそらく多次元的なも

のであろうと考えられる｡図２１に音楽の待つ物理音響的な三大要素との関わ

りについて模式的に示した。たとえば物理的な音の振動数は音響的には音の

高低として認識され、さらに音楽的な要素としては旋律の構成に深く関与し

ているものと考えられる。音楽はこれらの複数の要素が互いに複雑に関わり

合って、モザイク様に構成されていると考えられている。

物理的な要素音響的な要素音楽的な要素

振動数一一高低一一旋律

ﾘズム振幅 音圧

振動の波形一一音色一和声(協和）

図２．１音楽の持つ音響的、音楽的三大要素の関わり

７



｢音楽が人間に与える生理心理的効果と障害児教育への応用・実践に関する研究」

（課題番号10610296）

科学研究費補助金（基盤研究（C）(2)）研究成果報告書

３．アナログ信号に対する音圧の定義

音の強さ(SoundIntensity)とは、単位面積〈音の伝播方向に垂直)を単位時

間に通過する音のエネルギー量である。いま、ある点の音圧をｐ、その点の

粒子速度をｖとすると、圧力ｐはめ時間にIwfの仕事をする、したがってそ

の点の音の強さＩ[ｗ/㎡]は、その時間平均値をとり、

’=÷'１'城 （3,1）

で求められる。また、平面進行波であればｐ＝ｐｃｖより

』÷｣i害 (3,2）

となる。また、これを基準値10に対するデシベル［cZB］単位で表現して、

音の強さのレベル（intensitylevel）ＩＬということもある。

皿｡01.戯｡夫［畑卿
通常、ＩＣ＝１０－１２［Ｗ伽２］にとる（詳しくは０．９６×10-12［Ｗ/碗２])。

さて、このエネルギーＩは底面が単位面積、長さが音の伝播速度ｃ[”】で

ある空気柱の中に存在しているので、音のエネルギー密度(SoundEnergy

density)としてのＥ［ＷＳ/"３］＝[/Ｏ脚ルノ腕３］は
Ｅ＝Ｉ/ｃ （3,4）

となる。また、エネルギー密度レベルも同様にＥＬ

…１．９１．芸[畑㈹
で定義される。ＥＯ（＝ICに）は基準値である。

さて、大気圧の変化分である音圧の瞬時値ｐをそのまま使用することはま

れで、普通は、

風毫,'二万三7F (3,6）

で定義される実効値(eBfbctivevalue)が用いられ、普通これを音圧という、

粒子速度も実効値区で表わすときｚ＝ｐ/ｖ＝Cup/ルー〆(ルーの/c)の式と

同様に、Ｒ＝ＰＣＥの関係が成立する、ｐ＝Asin(a〕ﾉｰﾉb[)の場合にはその周

期をＴとしてＲ＝Ａ/恒となる。また、これのデシベル表現は音圧レベル

(SoundPressureLeveDSPLと坪ばれ
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肌薑'０'･凱差Ⅲ（”
で与えられる。ここで、基準値にはPl｡＝２x1o-5W/ｍ２]＝[pα]を用い

る(音圧の単位として、伽α｝]＝[伽e/”2]も使用されていたが、この単位

に従えば、ＵＶ/㎡]＝[10ｺ伽e/10熱c",｡]＝[１０’6”］より、凡。＝

００００２［/Ｊ６ａ７]となる)。また、標準状態の空気中でｐｃ＝400[AKS/、3]とす

ると〆I｡＝鴎となり､｣zの式及びSELの式より音の強さのﾚﾍﾞﾙと音圧レ

ベルは一致することがわかる。

４．ディジタル信号に対する音圧の定義

４－１．標本化

ディスクに記録するもとになるマスターレーーダは､いうまでもなくディ

ジタル信号を記録できることが必要である。そのディジタル品質は、ディス

クのそれと同等またはそれ以上であり、その中の標本化周波数は品質保持の

点からディスクと同じであることが必要不可欠である。1980年の時点で業務

用マスターに適した市販のディジタルオーディオレコーダーは、ソニー製

PCM1600だけであった。したがってＣＤの標本化周波数はこのマスターレニ

ーダの標本化周波数をそのまま採用せざるをえなかった。

このレーーダは業務用VTRumaticを記録機器に流用しているが、単に

VTRの機構を利用するだけでなく、ディジタル信号処理はビデオ信号とまっ

たく同じで垂直、水平同期のためのパルスを利用している。それと再生帯域

の上限20ｋＨｚを確保する条件のもとで、これらの同期パルス、ピットクロッ

ク周波数、標本化周波数を分周して作り出す実現可能なマスタクロック（＝

7.05ＭＨｚ）を求め、これから標本化周波数44.1ｋＨｚを決定した。

アナログ信号の持つ最高の周波数が九(Hz)であるとき､標本化周波数ｆ

は丸の２倍以上に設定しなければならない。

八≧2九

標本化間隔(標本化周波数の逆数)で考える場合には

Ａｒ≦_１－
２八

である。ここで2八をナイキスト標本化周波数とよぶ。

９
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たとえば、本研究で使われているＣＤにおいては、再生帯域の上限である

20kHzの場合、標本化周波数は44.1kHz以上の周波数でＡＤ変換する必要が

ある。

４－２．量子化

システムのダイナミックレンジは当時のアナログＬＰレコードのダイナミ

ックレンジがせいぜい７０から７５ｄＢであったことから、これより１０ｄＢの

改善を見込んだ値を実現できる量子化ビット数１４ビットでも十分との意見も

あった。しかしながら、ディジタルで信号処理をした場合、ダイナミックレ

ンジの上限では信号がハードクリップされ、下限は量子化雑音となる。いず

れもアナログの場合のソフトクリップ、白色雑音と比べると、ひずみや雑音

が耳につきやすい、特に馴れてくると耳はそれらに更に敏感になること、お

よびハードウェアを構成するうえで符号処理やＬＳＩの面から８の倍数が望ま

れたこともあり、１６ビットに決定した。

４－３．ディジタルによる音圧の定義

先にアナログにおいての音圧を定義した。この式(３７)では一つの音楽デー

タに対して－つの音圧を求めることになる。しかし、音の強さを表わすには

各瞬時/での音圧ＡＰの２乗平均値(１周期Ｔにわたる)で決まる値である。そ

のため、式(3.7)は１つの音楽データに対しての計算に過ぎなく、ディジタル

信号処理としての音圧とは合わない。そこで、本研究での目的でもあるディ

ジタル信号処理を用いるための音圧をここで改めて定義する。

まず、一般に聞かれる音楽の大部分は周期`性を持つことがあまりない。そ

こで、任意の周期を決めてあげて窓関数を作り、それを１周期Ｔとした。ま

た、音楽データはマイナスの振幅も持っているため二乗の平均値をとり、エ

ネルギーを持たせ、それを平方根で開いた値にデシベル表示させると、次式

のＳＰＬが求まる。

肌＝10log(Ｚ碗(')2*Q(`)/ＺＱ('))FiZB］

ここで、抑)は音楽データ、Ｑ(')は窓関数を表わしている。

(3,8）
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５．楽曲のもつ音圧変動の定量化

音楽のもつ音圧変動を定量的に扱えるように音圧の定量化と可視化を試み

る。ここで、本研究で使用する音楽の波形を下図に示す。

図５．１Rchopin，“前奏曲第７番イ長調，，

この音楽波形はＣＤから取り出して定量化したディジタル信号なので式

(3.8)を用いて音圧レベルを可視化させる。（式3.8参照）

11
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５－１窓関数の選択

本研究では音楽データをもとに行っている。そのため、時間軸だけでデー

タ処理を行うのであれば方形窓が有効である。しかし、この音楽データは周

波数成分を持っているので、切り出した信号の最初の値と最後の値が等しく

なる窓関数を用いらなければ不連続性が生じる。そのため方形窓では、この

不連続点などから真のスペクトルが違うのでエイリアシングや歪みなどがお

きてしまう。それを防ぐために本研究ではＨａｍｍｉｎｇ窓を用いた。本研究で

はＣＤの全周波数成分に及ぶように、５５１３個を１周期とし－つの区間として

切り出した。

１
９
８
７
６

０
０
０
０

５
４

Ｏ
０

ｚ
ｇ
①
三

３
２
１
０

●
０

０
０
０

50002000３０００４０００

ｓａｍｐｌｅｎｕｍｂｅｒ

図５．２ハミング窓

1００００
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５－２．音圧の定量化の手順

ａ波形の分割

この曲(図５．１)は約２０万の音楽データからなっており解析するには大変時

間がかかる為、曲を３つに分割した。（図5.3～5.5参照）

ｂ、窓関数の掛け方

音楽データは連続した信号なので窓と窓の区切りがあると不連続が生じて

しまうため窓を重ねて連続性を持たせる必要がある。このことより窓を１ず

つずらして切り出した．

ｃゼロ付け

波形の初めと終りにハミング窓（図５．２参照）の中心をあてることができ

ないため､初め終りに窓の周期の１／２だけゼロ付けを行った。（図５．６参照）

。対称座標法

ゼロのままでは音圧に変換したときに始めと終りにゼロを含んでしまうた

め音圧が小さくなってしまい原曲の音圧がとれていない。そこで一般に知ら

れている対称座標法を用いてゼロの影響をなくした。（図５．７参照）

ｅ・音圧の定量化と可視化

以上１～４の作業を行った後､式(3.8)を使い音圧レベルに変換した。（図

5.8参照）
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５－３．シミュレーション結果

この項では、図５．１を用い、実際に音圧レベルを定量化し、可視化させる

シュミレーションを行った。シュミレーション結果を以下の図に示す。なお、

図５６，図５．７はわかりやすい様にハミング窓の周期を80000にした。

a、波形の分割

図５．３Ｆ､chopin，“前奏曲第 7番イ長調 1/３

前奏曲第７番イ長調''２/３図５．４ F・chopin

前奏曲第７番イ長調”３/３図５．５ nchopin
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ｂゼロ付け

議蕊蕊蕊蕊蕊議鑿鑿議議護蕊蕊議;鑿蕊鑿鑿:鑿鱸鑓

澪騨．、
辮哩》
〉
〉
“
牝
〈

品
鍔
群

●
Ｄ
Ｃ
■
■
ｃ

》》》》》'８日錘;:録:鐸；:百9:錘：

蕊 鍵

●
●

Ｆ
●
」

薑

＄
…

輪

|蝋|鱗i1il鰄篝
図５６ゼロ付けイメージ図（ハミング窓の周期80000の場合）

ｏ対称座標法

；議議蕊;蕊轤蕊蕊ｉｉ鍵鍵鍵蕊;鍵;;議議;蕊鑿蕊鍵鍵鑿議鍵蕊i議鍵蕊ii鍵蕊蕊i霧蕊；

一悪

go

卍

子

議溌想躍鰯騨

図５．７対称座標法イメージ図（ハミング窓の周期80000の場合）
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。音圧の定量化と可視化

鑿鑿鑿i鑿

図５．８音圧可視化の結果

全体を通した音圧変動を示すと図５.８のようになる。ここでは時間経過に

伴う音圧変動を、ティジタル信号処理を行うことで定量化し、視覚的に明確

にすることができたといえる。次項ではこの楽曲のもつ音圧変動を基に、白

色雑音を変調して同一の音圧変動をもたせるようにさらに開発を進める。
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６．音楽と同様の音圧を持つ変調雑音

６－１．白色雑音の作成

白色雑音とはいろいろの雑音源によって作られる不規則雑音で、Ｏから

1018Ｈｚ(紫外線の周波数領域)までの周波数範囲にわたって＿様な電力スペク

トル密度を持つものとして知られている。（量子論で高周波数領域は一様でな

い)。このような雑音は光の領域で一様な電力スペクトル密度を持つ白色光の

類推から呼ばれる。代表例としては抵抗の中の熱雑音、真空管やトランジス

タの中のショット雑音、白色ガウス雑音などがあげられる。

ノVoを正の周波数領域において１Ｈｚ当たりの電力スペクトル密度とすると

雑音の電力スペクトル密度は/Vo/２となる（図6-1(a))。よって自己相関関数

は

Rい=去陣(画ｗ〃 (6.1）

｣二A[壱二`わ
ｌ

＝－

２，『

=等士lx:…`。

すなわち

Ｍ=等`(』） (6.2）

このＲ(几)はルーＯにおいてのみ値を持つので白色雑音の時間間隔て〉Ｏ

離れた点は相関がない。したがってそれは統計的独立となる。図6-1(a)より白

色雑音の平均電力は

肋=士ＥＳ(｡)伽（6息）

無限大になることがわかる[5]。
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R（ｒ）

Ｓ(Ｃｕ）

Ｎ／２ Ｎ／２

ｒ＝Ｏ

(b）

ｒ

－ｍ ＋四

(a）

R（て）Pav

Ｎ／２

「
－Ｂ 十Ｂ

(｡）に）

図６１自己相関とパワースペクトル

ここで、本研究で用いる白色ディジタル雑音を作ることにする。区間①’1）

に一様分布する乱数要素からなる音楽データの行列と同じ大きさの乱数行列

を作ることにした。また、音楽データはプラスとマイナスの振幅を持ってい

るので、この乱数行列もこのような振幅を持たせた。こうしてディジタル信

号処理においての白色ディジタル雑音を作った。それを以下の図６２に示す。
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壜鑿鑿j鱗,‘

(b）スペクトル表示させたもの(a）乱数を発生させたもの

図６．２一様分布する乱数行列とスペクトル表示

図6.2(a)にＦＦＴを用いてスペクトルを見ると図6.2(b)となり、それは項目

(６１)で述べたようにＯから１０１８Ｈｚまでの周波数範囲にわたって一様に電力

スペクトル密度を持っているので、これを白色雑音として本研究で用いた。

６－２．音楽と同様の音圧を持つ変調雑音

項目（6.1）で作った白色雑音をもとに、ＣＤの音楽と同様の音圧を持つ白

色雑音を作ることにする。

まず、任意の周期で求めたエネルギーを次式で表す。

(6.40g(')=Ｚｐ(`)ﾕ．Q(r)/ZQO）

この式（6.4）を使いそれぞれの音楽データ１個に対しての斉圧エネルギー

ｑ(t)と白色雑音に対してのｴﾈﾙｷﾞｰQ"(1)を求める｡それから､音圧エネ
ルギーＱ圏③と白色雑音エネルギーＱ〃（t)の比をとり、これを白色雑音のノイ
ズ源Ｍ２(r)にかけるとＣＤの音楽と同様の音圧を持つ白色雑音ができる｡これ
を式に表すと

(６５）R(i)＝Ｗ"(､x(ｇ(2)/Q"(/)）
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になる。

この（6.5）式を使いＣＤの音楽と同様の音圧を持つ白色雑音を吝圧可視化

で結果に表わす。

“鰄篝

(a）音楽データの音圧可視化 (b）音楽データと同じ音圧を持つ白色雑音の

音圧可視化

図６．３音楽データと同じ音圧を持つ白色雑音の音圧可視化の結果

ここで図６．３の(a)と(b)とでは全く同一の音圧変動をもっていることがわ

かる。このことから、旧変調雑音作成時に生じたダイナミックレンジの問題

が解消され、当初意図したような、基になる楽曲と全く同一の音圧変動をも

つ白色雑音の作成に成功したといえる。
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７．新たに開発した変調雑音の有効性

本研究で新たに開発した変調装置を用いた追加実験として、これまでに行

った実験的検討と同様の実験を試み、対照刺激としての有効性を検証した。

さらにこれまでに得られた所見と比較しながらその妥当性について検討を加

えた．

７－１．実験手続き

実験手続きは使用楽曲などこれまでに行った実験と同様であるが、覚醒水

準の統制のため実験開始前に15-20分程度の仮眠をとらせ、起床後十分に覚

醒していることを確認してから実験を開始した。

被験者：音楽鑑賞を好み、かつ聴覚的な異常をもたない健康な大学生２名。

生理学的指標の記録：

●脳波（左右前頭、中心、後頭部の６部位、国際式１０/２０法、両耳朶を基

準として単極導出、時定数0.3秒)。

●心電図（標準双極肢誘導Ｉ、時定数0.1秒)。

●眼球運動（垂直、水平方向、時定数５秒)。

音響条件：（いずれも最大音圧レベル88dB(A)）

●楽曲：Tchaikovsky作曲「白鳥の湖」ＯＰ２０から、第１幕「ワルツ｣、６

分５０秒

●変調雑音：変調雑音Ａ（楽曲Ａ「ワルツ」のもつ時間経過に伴う音圧変

動をシミュレートした白色雑音）

無音響開閉眼音楽および変調雑音開閉眼無音響

５分間１３分４０秒５分間３分間

●対照：無音響条件(暗騒音35dB(A)以下のみ､音響条件の前後５分間)。

楽曲、変調雑音ともに呈示順序をランダムに入れ替えて合計３回から５回実

施。実験中の開閉眼については、制約を与えず自由とした。

３分間

施行質問抵：楽曲、変調雑音および無音響の各音響条件について、
音響条件下における１）覚醒水準、２）呈示楽曲に対する好み、３）鑑賞

態度について主観的体験を求める。
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７－２．結果と考察

図７．１に時間経過に伴う楽曲の音圧変動と覚醒水準の変動について示す。

ここで上段は時系列に沿った瞬時の音庄変動を対数圧縮した形で示している。

さらに覚醒水準の１はＷ１，２はＷ２，３はＳ１，４はＳ２をそれぞれ示し、Ｗ１，

２は覚醒段階、Ｓ1,2は睡眠の段階を示す。今回改めて行った追加実験におい

ても、新たに作成した変調雑音聴取時にこれまでにアナログ回路で作成した

旧変調雑音聴取時と同様の結果が得られた。すなわち変調雑音聴取時では、

時系列に沿った脳波的覚醒段階の出現パタンの変動は、各被験者ともに音

圧変動が少ない場合に容易に睡眠状態に移行する傾向がみられた（１分３０

秒、３分３０秒付近)。さらに音圧レベルの一過的な上昇に対しては、防禦

反応と考えられる覚醒反応が顕著に見られた（５０秒、４分５０秒付近)。

今回の被験者の場合、音楽鑑賞時には覚醒状態（W2）にあったが、変調雑

音とは異なりその状態を安定して維持していた。以上のことから、これま

でに得られた所見について、変調雑音聴取下における覚醒水準の変動は、

１日変調雑音が特性としてもっていたダイナミックレンジの狭さによるも

のではなく、むしろ基になる楽曲がもつ本来の音圧変動に依存したもので

あったと考えられる。すなわち、今回の追加実験によって個々の楽曲が固

有にもつ音圧変動が、覚醒水準の変動に及ぼす影響について改めて明らか

にすることができ、さらにこれまでに得られた所見についてもその意味が

再確認できたものと考えられる。

前述したようにこの変調雑音は別の見方をするならば､楽曲のもつ他の

物理音響特性である音色と高低の要素を、いわば意図的に除去した音響刺

激であるといえる。今回の追加実験も含めて、楽曲がもつ音圧の要素が生

体に与える影響について選択的に統制された実験デザインの設定を行う

ことによって、受動的音楽鑑賞という音楽行動のもつ効果のひとつとして、

覚醒調整効果をもつことが改めて明らかになったといえる。すなわち、こ

れまでに行ってきた実験的検討では、設定した鑑賞場面において音楽は覚

醒水準をまず鎮静方向へ向かわせ、さらにそのまま単純に自然睡眠へ移行

することなく鑑賞という音楽的行動に最適な覚醒水準を維持させるよう

な働きがあったものと考えられる。今後新たに作成した変調雑音を用いた

実験的検討を積み重ねていくことで、さらに有効な所見が得られる可能性

が十分に考えられる。
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第２部障害児教育における音楽を活用した取り組み

はじめにI．

本研究の目的と背景

障害の有無を問わず、子どもたちは音楽が大好きである。音楽に耳を傾け

るだけではなく、歌を歌うことや音楽に合わせて身体を動かすこと、太鼓や

笛などの楽器を鳴らすことなどの音楽活動を通じて、まさに音楽すなわち音

を楽しむことができる。障害児の場合でも例えば、普段は音に敏感で耳塞ぎ

の目立つ自閉（症）（ここでは小児自閉症あるいは自閉性障害、いわゆる自閉

的傾向をも含む）の子どもであっても、機嫌が良いときなどに好きな歌のメ

ロディを口ずさんでいることはよくみられることである。何より音楽は、子

どもたちにとって｢楽しみながらの教育｣につながる可能性が高いことから8)、

特に障害児教育の分野ではこれまでに「音楽を活用した取り組み」が様々な

指導目的や方法内容で行われてきている。例えば、教科としての音楽科の活

動はもちろん、合奏などを通じた集団づくりや、リトミックなどを用いて欲

求惰動を発散させることによる心理的適応にも音楽は応用可能である。また、

鑑賞などの場面を通じた自己統制や、非言語的メディアである音楽の特徴を

生かしたコミュニケーションの発達支援などについても有効な手段となりう

る。さらに、朝や帰りの会などでは多くの場合で歌を歌うなどの形で音楽が

活用されている。これらのことから、障害児教育においては教科の枠組みの

中に限定された音楽活動のみならず、様々な教育場面において音楽が活用さ

れていることがわかる。しかし一方で、それらの取り組みの多くは現場の有

能な教師の経験と勘に依存する場合がむしろ多く、具体的かつ一般的な方法

論として、どのように音楽を応用していけばよりよい教育的効果が得られる

のかなどについて総合的にまとめられた研究はほとんどみられない。

本研究は、障害児教育における「音楽を活用した取り組み」をより効果的

に行うための実践的、基礎的研究を目指して計画したものである。長期的な

展望にたって本研究を考えた場合、今回の報告はその第一歩となるものであ

る。すなわち、全国で行われている「音楽を活用した取り組み」について文

献的に検討を加えながら総覧することで、今後の障害児教育における「音楽

を活用した取り組み」に対する研究的アプローチの指針を示すことを目的と

して行った。そのためにはまず障害児教育におけるいわゆる「音楽療法」の

位置付けを再確認し、その上で「音楽を活用した取り組み」に対する考え方

１．
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を改めて明確にする必要があった。これらの点を踏まえながら本報告では、

まず障害児教育における実践的な研究の必要性について述べ、次に全国の特

殊教育諸学校における「音楽を活用した取り組み」について、既成のデータ

ベースを基に文献的な検討を行いその現状を把握する。得られた所見を考慮

しながら最後に、本研究を進めていくに当たっての基本的な考え方や課題に

ついて改めて整理し、今後の指針と研究的アプローチの方策を明確にする。

２．障害児教育におけるいわゆる音楽療法の位置付け

障害児教育ではこれまでに「音楽を活用した取り組み」が様々な方法で行

われてきているが、近年特に耳目を集めている「音楽療法」の技術は、音楽

を用いた効果的な心理療法のひとつとして障害児教育の分野でも注目され、

その応用が図られつつある。しかし後述するように、障害児教育という限定

された分野の中で考えた場合に、現段階においては「音楽療法」という言葉

に対する認識が、現場の教師や研究者の中で多少なりとも異なっている可能

性があると考えられる。このことから、今後本研究を進めていくにあたって、

この障害児教育の分野における「音楽療法」に対する位置付けを、最初の段

階で明らかにしておく必要があると考えた。

音楽療法の定義については様々なものがあるが、松井（1989）８)によれば

「音楽療法とは、音楽の持つ生理的、心理的、社会的働きを、障害の回復、

機能の改善に効果的に役立てるために、計画的に行われる治療法」であると

されている。さらにこの活動は、リハビリテーション活動、保健活動、教育

的活動等を総括的に現した言葉であり、非常に幅広い内容を含んでいるとし

ている。この定義は音楽療法の範囲をきわめて広く捉えており、いわば広義

の定義づけがなされているものといえる。一方、音楽療法について全米音楽

療法協会は1996年に「音楽療法とは、その資格を得たものが、個人の健康ま

たは教育の問題における、心理学的、身体的、認知的、もしくは社会的機能

の明確な変化をもたらすために、音楽を処方として用いることである」と定

義している。ここでは音楽療法は公認の音楽療法士が行うものであるとされ、

むしろ狭義に定義づけられているといえる。この音楽療法士の認定について

我が国では、１９９５年から全日本音楽療法連盟による音楽療法士の認定制度が

スタートしている。しかし現段階において、認定を受けた音楽療法士が、実

際の障害児教育の現場で音楽療法を実施することはまれであり、むしろ高齢

者に対する音楽療法が主な内容となっていることが多い。この点については、

非常勤講師の柔軟な任用や学校体制の問題を含めて今後改善されていくもの

と考えられる。しかし現状において教師が音楽療法士の資格を得ることは、

多くの場合時間的な制約などの理由で困難であると考えられる。仮に音楽療
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法が特別な訓練を受けた療法士の手によってのみ行われるものであるとする

ならば、現在の障害児教育の分野において狭義の音楽療法の応用は困難であ

るといわざるをえない。さらに音楽療法をこのように狭義に捉えた場合、そ

れは「療法（therapy)」であることから、学校教育の現場よりむしろ療育の

場面で主に利用されるべきではないかとする考え方もある。

宇佐川（1987）１８)は、障害児療育や障害児教育における音楽療法的接近

について、「その内容はといえば、いわゆる従来型の音楽活動を実施している

というものから、情緒の安定と対人関係を深める心理療法としての音楽療法、

あるいは機能訓練としての音楽療法等台、多種多様である」と述べている。

このことは、障害児教育の分野でこれまでに行われてきた「従来的な音楽の

取り組み」と「音楽療法」について明確に区別することはきわめて困難であ

ることを指摘している。しかし、双方とも「その子どもの心理的、生理的、

社会的発達をうながす」ことを最終的な目的にしていることに変わりはなく、

その点からみれば方法論的な面ではやや異なった側面はあるものの、それら

が全く別のアプローチの方法であるとは考えにくい｡遠山（1989）14)は、「心

身に障害をもった人々のために、これら音楽の持つ様々な機能を生かして、

障害からくる問題をやわらげ、発達を促し、あるいは表現の機会を作り、人

と人との関係を深めて行こうとする考え方がある」として音楽療法の分野を

とりあげているが、一方で「音楽教育の基本として、この音楽の機能的な活

用という考え方が導入されることが必要」であると述べている。

以上のことを踏まえながら本研究では、障害児教育の分野における音楽療

法の位置付けについて、当面は以下のように捉えておく必要があると考えて

いる。すなわち、障害児教育の場面において、音楽あるいは音響的なメディ

アを通じて子どもたちの心理的、生理的、社会的発達をうながす目的をもっ

た取り組み全てについて「音楽を活用した取り組み」とよぶこととする。こ

の包括的な概念はその範囑に、従来的な音楽活動はもちろん、音楽療法的な

接近をもった取り組みもまた全て含まれる。これらはいずれも最終的な目的

が子どもの発達という点に絞られると考えられることから、本研究ではあえ

てその区切りは設けず、また誤解を防ぐため音楽療法という言葉の使用にあ

たっては制限を加えた。先の遠山（1989）１４)は障害児に対する音楽教育の基

本的な考え方として、「子ども一人一人の実態を良くとらえて、個々に即した

教育を行い発達を促進すること、またそれぞれの子どもが抱える問題に対し

て、細かい心配りをしながら少しでも良い方向に導くことである」と述べて

いる。本研究でいうところの「音楽を活用した取り組み」はまさにこのよう

な内容をもつものであると考えている。
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音楽を活用した取り組みについての実践的研究の必要性

前述したように障害児教育の現場において音楽は様々な場面で、

法をもって活用されている。音楽は特に子どもに好んで受け入れＥ

またなじみやすいことから、楽しみながら教育的対応ができるとレ

メリットがある（松井1989）８)。しかし一方で、全国各地で音楽堵

３．

前述したよつに障害児教育の現場において音楽は様々な場面で、多様な方

法をもって活用されている。音楽は特に子どもに好んで受け入れられ易く、

またなじみやすいことから、楽しみながら教育的対応ができるという大きな

メリットがある（松井1989）８)。しかし一方で、全国各地で音楽を活用した

取り組みが盛んに行われている反面、「どのような子どもたちに対して｣、

「どのような目的で｣、「どのような方法で｣、音楽を応用していけばよりよい

教育的効果が得られるのかについて総合的にまとめられた研究はほとんどみ

られない。全国各地で、個々にはすばらしい取り組みがなされていたとして

も、その取り組みが他の教育現場で応用される例はむしろ少ないのが現状で

ある。このことは、それぞれの取り組みが基本的にひとりの子どものもつ個

性に応じた内容をもっていることから、他の子どもに対する汎用化が困難で

あることが大きな理由のひとつであると考えられる。

しかし個別の事例や取り組みであっても、数多く収集して資料を蓄積し、

さらにそれら全体を見渡した総合的な検討を加えることで、取り組みの方法

や内容についての共通性や、他の事例への応用が可能な側面についてもまた

見出すことができるはずである。そのためにはまず、全国で数多く行われて

いる「音楽を活用した取り組み」について総覧し、全般的な概略を把握する

ことが必要であろう。その次の段階として、それらの資料（報告書や紀要な

どの文献）を可能な限り収集してデータベースを作成し、個々の取り組みに

ついての相違や共通性、あるいは地域性などについてさらに詳細に検討を加

えることが必要である。最終的には得られた所見を基に、現場の教師と連携

をとりながら個々の子どもの実態に応じた取り組みの方法をエ夫し、実際の

取り組みに繋げていく。その結果に応じたフィードバックを返すことで、実

際の取り組みに方法論の修正などを加え、同時にデータベースの資料として

もまた再組み込みを行う。このことでデータベースの内容もさらに深まって

いくものと考えられる．これらの一連の流れは、障害児教育における「音楽

を活用した取り組み」についての実践的研究であると考えられ、今後本研究

で進めていかなければならない大きな柱のひとつである。
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｢音楽が人間に与える生理心理的効果と障害児教育への応用・実践に関する研究」
（課題番号10610296）

科学研究費補助金（基盤研究に）(2)）研究成果報告響

、文献データベースからみた音楽の活用についての現状

１．はじめに

全国各地で音楽を活用した取り組みは盛んに行われている。しかしその反

面、音楽をどのような形で応用していけばよりよい教育的効果が得られるの

かについて、総合的にまとめられた研究はほとんどみられないのが現状であ

る。個別の事例や取り組みであっても、数多く収集して資料を蓄積すること

によって、全体を通じた共通性あるいは地域性などの異同についてもまた見

いだせるはずである。そのためには数多くの研究報告や実践報告などの文献

を収集することが必要となるが、ここではその第一段階として全国で行われ

ている「音楽を活用した取り組み」について既成のデータベースをもとにそ

の概略を総覧する。

２．目的

全国の特殊教育諸学校において音楽を活用した取り組みが、１）どのよう

な子どもたちに対して、２）どのような指導目標で、３）どのような指導方

法内容を用いて、４）どのような教育課程の枠組みの中で行われているかを

中心に、盲、聾、養護学校毎に調査を行う。さらに1985年から１２年間の文

献数の推移や、都道府県別の文献数、も合わせて集計を行うことで、障害児

教育における音楽の活用の現状について、その概略を把握することを目的と

する。

３．方法

本報告では、国立特殊教育総合研究所の特殊教育実践研究課題のデータベ

ースを基に集計を行った。このデータベースは国内の全ての特殊教育諸学

校・教育研究所などに対して教育委員会などを通じて依頼した調査を基に作

成されており、キーワードについては「特殊教育シソーラス1985年度版」用

語集の中から選ばれている7)。また､特殊教育実践研究課題の他に特殊教育文
献目録もあるが、収集されている文献の内容を考慮して今回の集計には含め

ず､別の機会に改めて報告を行う予定である。国立特殊教育総合研究所では、
インターネットを通じてこれらのデータベースを「特殊教育情報検索システ

ム」として一般に公開している。このシステムのホームページアドレスは以

下の通りである（URL:htm"wwwbmse・go・jp/centerﾉservice/db/main・html)。

特殊教育実践研究課題に納められている、1985年４月から1997年３月ま

での１２年間（全文献数22,587）について、標題あるいは索引語に「音楽」が
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｢音楽が人間に与える生理心理的効果と障害児教育への応用・実践に関する研究」
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科学研究費補助金（基盤研究（c）(2)）研究成果報告書

含まれている全文献数は、重複したものを除いて５３６件抽出された。集計は
まず全般的な傾向を把握するために、１９８５年から１２年間の文献数の推移、

あるいは全国の地方別にみた文献数について行った。さらにこの５３６件のう

ち特殊教育諸学校毎の文献数は、盲学校５４件、聾学校２７件、養護学校４４３

件の合計524件あり、関係文献総数の93.07％を占めていた。以下の集計はこ

の特殊教育諸学校から報告された５２４件の文献を対象として行った。１）「ど

のような子どもたちに対して」については、データベース中の主題部門の項

目を参考に、視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、知的障害、情緒障害、重複

障害、病弱の障害種別毎に文献数を集計した。また複数の障害種別が併記さ

れている場合には、各々の障害種別の組み合わせ毎に集計を行った。これら

のことから、集計に当たって同じ文献が重複して集計されることはなかった。

２）「どのよう指導目的で」については、様々な指導目的をもって取り組みが

行われていたことから、標題、索引語、非索引語、さらに抄録に含まれてい

るキーワードを参考に「コミュニケーション｣、「集団｣、「対人関係」など７

項目に絞って集計を行った。３）「どのような指導方法内容を用いて」につい

ては、指導目的の場合と同様に「遊び（あそび)」や「リトミック｣、「リズム」

などの６項目について集計を行った。４）「どのような教育課程の枠組みの中

で行われているか」についても同様に、「生活単元｣、「日常生活｣、「養護・訓

練（養訓)｣、「特別活動」などの６項目について集計した。これら指導目的、

指導方法内容、教育課程の集計においては、同じ文献が重複して集計されて

いる場合があった。

４．結果

ａ）年度毎の文献数の推移

図１に音楽を活用した取り組みについて、1985年から１２年間の文献数の

推移を示す｡特殊教育実践研究課題は1985年４月からの文献が納められてい

るが、初年度の文献数は５件ときわめて少なかった。１９８６年には文献数が１８

件となり、その後１９９１年の５年間で５８件まで増加していた。１９９２年には一

度３４件まで減少するが、その後は再び1996年の56件まで増加し、1997年

には４７件とやや減少していた。1988年から１９９７年の１０年間に限ってみれ

ば、年平均４７．７件の文献があったことに左る゜この１２年間の文献数の総計

は５３６件であり、特殊教育実践研究課題の全文献数（22,587件）の2.37％を

占めていた。
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b）全国の地方別にみた文献数の割合

音楽を活用した取り組みが盛んに行われている地域を明らかにするために、

特殊教育実践研究課題に納められていた関係文献を都道府県別にまとめ、各

都道府県の特殊教育緒学校の総数との割合を計算した。得られた資料をもと

に、さらに地方別に集計したものが表１である。ここで政令指定都市は都道

府県に含めて集計した。北海道・東北地方は72.35％と高い割合を占め、つい

で四国地方が6989％を占めていた。特殊教育諸学校の学校数が比較的多い関

東、近畿地方ではいずれも５０％以上を占め、中部、中国地方においても同様

に５０％以上を占めていた。一方、沖縄県を含む九州地方は最も占める割合が

少なく24.48％であった。沖縄県に限ってみると、その割合は43.75％を占め

ており、九州地方の他県に比較して高い割合を示していた。

表エ全国の地方別にみた文献数の割合

四l玉

3２

船

北海道･東北地方 72.35

謁東地方 54.10

中部地方 59.01

近畿地方 53.85

中国地方 52.31

四国地方 69.39

九州地方 24.48
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（課題番号10610296）

科学研究費補助金（基盤研究（C）(2)）研究成果報告書

障害種別毎にみた文献数

障害種別については、特殊教育実践研究課題の主題部門の項目を参考に文

献数を集計した。この主題部門については、知的障害や精神薄弱など同様の

意味をもつ複数の項目があげられていた。このことから知的障害の種別には

精神薄弱、精神薄弱児、知的発達障害などの項目も含めて集計した。同様に

`情緒障害の種別には自閉症、自閉的傾向を、病弱には病虚弱、病弱虚弱を、

重複障害には重度重複や重度心身障害などの項目も含めて集計した．その結

果、今回行った障害種別の分類は視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、知的障

害、情緒障害、重複障害、病弱の７種となった。また複数の障害種別が併記

されている場合には、各々の障害種別の組み合わせ毎に集計を行った。

図２に障害種別毎にみた文献数の割合について示す。この場合主題部門に

は単一の障害種別が記載されたものに限られている。全般的にみて知的障害

に関する文献が圧倒的に多くみられた。知的障害に関する文献数は２７５件あ

り、全体の67.07％を占めていた｡次に多く見られたのは視覚障害で10.98%、

肢体不自由は7.32％、情緒障害は最も少なく1.22％であった。図３に複数の

障害種別が併記されている場合の文献数の割合について示す。複数の障害種

別が併記されていた場合、３種以上のものはみられなかった。先と同様に知

的障害と他の障害種別が併記されている場合がきわめて多くみられた。中で

も知的障害と肢体不自由の組み合わせが最も多く６８件で全体の53.97％を占

めていた。また知的障害と情緒障害の組み合わせは1429％、知的障害と重複

障害の組み合わせは全体の11.90％を占めていた。一方、数は少ないものの肢
体不自由と他の障害種別との組み合わせもある程度みられ、重複障害との組
み合わせは１１件（8.73％）みられた。

c）
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｢音楽が人間に与える生理心理的効果と障害児教育への応用・実践に関する研究」

（課題番号10610296）

科学研究費補助金（基盤研究に〉(2)）研究成果報告書

指導目的に関わる文献数

音楽を活用した取り組みについて、その指導計画を作成するにあたっての

指導目的に関わる項目には様々なものがあげられていた。このことから、ニ

ミユニケーシヨン、集団、対人関係、余暇、心理的安定、自己統制、機能（機

能訓練を含む）の全７項目について集計を行った。

特殊教育諸学校全体の総文献数524件に対して、これら７項目のいずれか

を含む文献数は160件あり、全体の３０５３％を占めていた。図４に指導目的に

ついて特殊教育諸学校全体の文献数に対する割合を示す。全般的にみてこれ

ら１６０件のうち最も多く見られたのが集団の項目を含む文献であり、全体の

半数以上（55.00％）を占めていた。次に多く見られたのがコミュニケーショ

ンで32.50％､対人関係､余暇､機能などはいずれも１０％以下であった。また、

心理的安定や自己統制の項目については該当する文献がみられなかった。次

に指導目的についてそれぞれ盲・聾・養護学校毎に集計を行ったものを図５

に示す。盲学校における関係文献は先の１６０件のうち１３件みられた。盲学校

の場合文献総数は多くないが、集団の項目を含む文献が最も多く全体の

61.54％を占めていた。次にコミュニケーションの項目が２３０７％を占め、１０％

以下であるが余暇と機能についてもみられた。聾学校における関係文献数は

先の１６０件のうち８件みられた。聾学校の場合も盲学校と同様に文献総数は

多くないが、コミュニケーションの項目を含む文献数がきわめて多く、全体

の７５００％を占めていた。次に集団の項目が2500％であったが、対人関係や

機能については該当する文献がみられなかった。また、養護学校における関

係文献数は先の１６０件のうち139件みられ最も文献数が多かった。養護学校

では集団の項目を含む文献数が最も多く、全体の半数を超える５６１２％を占め

ていた。次に多く見られたのがコミュニケーションの項目であり、１０%以下

であったが対人関係や余暇、機能についての項目も一部みられた。

｡）
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｢音楽が人間に与える生理心理的効果と障害児教育への応用・実践に関する研究」

（課題番号10610296）

科学研究費補助金（基盤研究（C）(2)）研究成果報告書

指導方法内容に関わる文献数

指導方法内容に関わる項目についても先の指導目的と同様に様々なものが

あげられていた。このことから、遊び（あそび)、リトミック、リズム、音楽

療法、鑑賞、演奏技術の全６項目について集計を行った。ここで演奏技術の

項目は、「演奏｣、「器楽｣、「楽器｣、「合奏」のいずれかを含む項目とし、音楽

療法の項目については指導方法内容の－部として集計を行った。

特殊教育諸学校全体の文献数524件に対して、これら７項目のいずれかを

含む文献数は388件あり全体の74.05％を占めていた｡図６に指導方法内容に

ついて特殊教育諸学校全体の文献数に対する割合を示す。これら３８８件のう

ち最も多く見られたのがリズムの項目を含む文献であり全体の30.41％を占

めていた。次に多く見られたのが演奏技術で27.32％、遊びは2345％を占め

ていた。これらの３項目を合計すると全体の８０%以上を占めていた.一方、

音楽療法、リトミック、鑑賞の項目ははいずれも１０％以下であった。次に指

導方法内容について、それぞれ盲・聾・養護学校毎に集計を行ったものを図

７に示す。盲学校における関係文献は先の388件のうち４９件みられた。盲学

校における音楽の活用にあたっての指導方法内容としては、演奏技術

（42.86％）とリズム(3061％）の項目を含むものが多くみられた｡また鑑賞、

リトミックの項目を含むものも－部にみられたが、遊びや音楽療法に関する

ものはむしろ少なかった。また、聾学校における関係文献は先の３８８件のう

ち２６件みられた。聾学校の場合には文献総数は多くないものの、リズムの項

目を含む文献が最も多く、全体の5000％を占めていた。演奏技術についても
２３０８％を占めていたが、その他の遊びや鑑賞についての項目はむしろ少なか

った｡一方､養護学校における関係文献数は先の388件のうち313件みられ、
先の指導目的と同様に最も文献数が多かった。養護学校においては、遊び
（27.16％)、リズム（2875％)、演奏技術（25.24％）の三つの項目を含む文
献数がほぼ同様の値を示していた。その他、音楽療法、リトミツク、鐙賞に
ついては１０％以下であった。

e）

3９
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｢音楽が人間に与える生理心理的効果と障害児教育への応用・実践に関する研究」
（課題番号10610296）

科学研究費補助金（基盤研究（C）(2)）研究成果報告書

教育課程における位置づけに関わる文献数

障害児教育の現場で音楽を活用しようとした場合、その取り組みは教育課

程の枠組みの中に位置づけられねばならない。ここでは音楽を扱える教育課

程の枠組みとして、生活単元、日常生活、養護・訓練（自立活動)、特別活動、

作業学習、教科としての音楽科（以下、教科とする）の６項目に分けて集計

した。養護学校の小学部などでは「遊び（あそび)」という枠組みも含まれる

が、先の指導方法内容との区別をはかるためにここでは除外して集計を行っ

た．また作業学習は養護学校における枠組みであるが今回の集計では項目の

ひとつとして加えた。

特殊教育諸学校全体の文献数524件に対して、これら６項目のいずれかを

含む文献数は３９５件あり、全体の75.38％を占めていた。図８に教育課程の枠

組みについて特殊教育諸学校全体の文献数に対する割合を示す。これら３９５

件のうち最も多く見られたのが教科の項目を含む文献であり、全体の33.42％

を占めていた。一方最も少なかったのが特別活動の4.56％であり、その他の

生活単元、日常生活、養護・訓練はいずれも１５％前後を占めていた。次に教

育課程の枠組みについて、それぞれ盲・聾・養護学校毎に集計を行ったもの

を図９に示す。盲学校における関係文献は先の３９５件のうち２２件みられた。

盲学校においては教科の枠組みの中で扱われている場合が最も多く５９０９％

を占めていた｡その他､養護･訓練の枠組みの中で扱われている場合が22.73％

を占めていた。また聾学校における関係文献は先の３９５件のうち７件みられ

たのみであったが、その範囲内において教科と養護・訓練がいずれも42.88％

を占めていた。一方養護学校の場合、関係文献は先の３９５件のうち３６６件み

られた。養護学校においても盲学校と同様に教科の枠組みで行われている場

合が最も多く31.69％を占めていた。一方特別活動を除いて、生活単元

（1667％)、日常生活（14.48％)、養護・訓練（15.03％)、作業（17.76％）の

４つの項目については大きな量的差異を認めなかった。

、
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｢音楽が人間に与える生理心理的効果と障害児教育への応用・実践に関する研究」
（課題番号10610296）

科学研究費補助金（基盤研究（C）(2)）研究成果報告書

考察

a）音楽を活用した取り組みに関わる文献数の推移と全国的な分布

特殊教育実践研究課題は１９８５年４月からの文献が納められているが、初

年度の文献数は５件ときわめて少なく、１９８６年も文献数は１８件であった。

しかしその後1991年の５年間で58件まで文献数は増加していた。国立特殊

教育研究所では1985年以前から文献収集をはじめていることから、データベ

ース全体の文献収集数による差異の可能性は低かったものと考えられる。こ

のことから、1985年前後から５年間は音楽を活用した取り組み自体が比較的

急速に増加した時期であったものと考えられる。また1988年から１９９７年の

１０年間に限ってみれば、1992年に一度減少しているものの、全般的に見れば

毎年50件前後の文献が発表されていたことがわかる。以上のことから、音楽

を活用した取り組みについての文献数は、1985年前後から増加を始め、最近

１０年間に限ってみれば毎年５０件前後の文献が＝ンスタントに発表されてい

たことが明らかとなった。今後音楽を活用した取り組みに関する研究がより

いっそう増加することが望ましいと考えられる。

音楽を活用した取り組みが盛んに行われている地域を明らかにするために、

関係文献を都道府県別にまとめ、各都道府県の特殊教育緒学校の総数との割

合を計算した。得られた都道府県別の資料を基にさらに全国の地方別に集計

した。全国的にみて、北海道．東北地方と四国地方が７０％前後を占めており

最も高かった。この場合同一の学校が複数の文献を発表している場合も含ま

れているが、これらの地方は音楽を活用した取り組みが比較的盛んに行われ

ている地域であったものと考えられる。また政令指定都市も含めて数多くの

特殊教育緒学校がある関東、近畿地方はいずれも５０％前後であり、中部、中

国地方と比較して大きな差異はみられなかった。このことから、音楽を活用

した取り組みは学校数の如何に関わらず全国的に行われていることが明らか

となった。しかし九州地方に限っては２５％を下回っており、数値の上からみ

ればあまり数多くの取り組みは行われていない可能性が考えられた．但し沖

縄県に限ってみればその割合は４０％を上回っており、九州の他県に比較する

と音楽を活用した取り組みの数は多かったものと考えられる。沖縄県には他

の都道府県とは異なる独自の音楽文化が伝統的にあることから、今後はさら

に地域性を生かした独自の音楽の活用法も考えていくことができよう。

〕）音楽を活用した取り組みの対象となる子どもたち

５．

b）音楽を活用した取り組みの対象となる÷どもたら

障害種別毎にみた文献数についてみると、主題部門に単一の障害種別が記

載されたものでは圧倒的に知的障害に関する文献が多くみられ、全体の

67.07％を占めていた。複数の障害種別が併記されている場合では、知的障害

4５
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と肢体不自由の組み合わせがきわめて多く全体の５３９７％を占めていた。また

知的障害と情緒障害の組み合わせは14.29％、知的障害と重複障害の組み合わ

せは全体の11.90％を占めていた。特殊教育緒学校に通う子どもたちを障害穂

別にみた場合、知的障害養護学校に通う子どもたちが最も多くみられる。そ

れに伴って知的障害の養護学校の設置数は最も多くなっている。得られた所

見はこのことを裏付けているものと考えられる。しかし一方で、子どもの絶

対数以外の要因についても考慮しなければならない。例えば、知的障害養護

学校にはダウン症の子どもも数多く在籍している。ダウン症の場合、リズム

や音楽を好む子どもが少なくないことが知られている9)。このこともまた､知

的障害の子どもに対する音楽を活用した取り組みの割合を増加させているひ

とつの要因であったことが推定できる。また複数の障害種別が併記されてい

る場合では、知的障害と肢体不自由の組み合わせが最も多くみられた。この

ことは、音楽を活用した取り組みが、特殊教育緒学校のいわゆる重複学級に

おいて数多く行われていた可能性を示唆するものであると考えられる。また、

自閉（症）などに代表される情緒障害の子どもたちの中で比較的重度の知的

障害を伴い、さらに言葉をもたないような場合のぼんどは知的障害養護学校

に在籍しているという現状がある。音楽は非言語的メディアであり、言葉を

用いる必要がないことから、障害種別として知的障害と情緒障害が併記され

ていた場合などでは、＝ミニニケーションの手段を獲得するための取り組み

のひとつとして音楽を活用していた可能性があったものと考えられる。この

点については改めて指導目的などに関する考察で述べる。

一方絶対数は少ないものの、視覚障害や聴覚障害などのいわゆる感覚障害

を伴う子どもたちに対しても音楽を活用した取り組みがなされていることが

明らかとなった。しかし言語障害の子どもに対する取り組みに限っては、今

回ほとんどみられなかった。このことは、特殊教育実践研究課題が特殊教育

緒学校と教育研究所の文献を中心としたデータベースであったことによると

考えられる。すなわち、いわゆる「ことばの教室」のような、特殊学級ある

いは通級指導教室の取り組みについて収集された文献数がきわめて少なかっ

たものと考えられる。さらに特殊教育緒学校に比較すれば、学級単位で運営

されることの多い特殊学級などでは、研究報告や実践報告の機会が少なかっ

た可能性もまた考えられる。これら点については、資料の収集を個別に行う

などの工夫が今後必要であると考えられる。

特殊教育緒学校における音楽を活用した取り組みの現状

音楽を活用した取り組みを行う際の指導目的について、全般的にみて最も

多く見られたのが集団の項目を含む文献であり、コミュニケーションがそれ

についで多くみられた。また指導方法内容では同様に、リズム、演奏技術、

c）
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遊びの項目が多く、さらに教育課程の枠組みでは教科としての音楽科に位置
づけられている場合が多くみられた。

特殊教育諸学校別にみると、盲学校の場合には音楽科の教科としての教育

課程の枠組みで、演奏技術すなわち器楽や合奏といった指導方法内容を用い

ながら、集団形成を指導目的として音楽を活用した取り組みが多くなされて

いたことが伺える。盲学校は視覚障害の子どもたちを対象として教育が行わ

れる場であり、知的な遅れを伴わない子どもが多かったものと考えられる。

このことを考慮すれば、盲学校においては、通常の学級で行われている音楽

科の授業と類似した内容の指導が行われている可能性が高いものと考えられ

る。その他に盲学校では教科の枠組みの他に、養護・訓練の枠組みにおいて

も音楽を活用した取り組みが行われており、例えば豊かな表現を目指して｢音

楽リズム」を取り入れる試みや、点字楽譜の読譜などを含めたコミュニケー

ションに関する指導を行っている学校もみられた。盲学校における養護・訓

練の枠組みでは、視覚障害という障害の特性を考慮した様々な指導が行われ

ている可能性があり、今後さらに詳細な検討が必要である。

聾学校の場合文献の絶対数が少なく、さらに同一の学校から複数の報告が

なされている場合もあって全般的な傾向は明らかではなかった。得られた所

見の範囲内でいえば、教科における指導とともに養護・訓練の枠組みの中で

の指導が多く見られたといえる。特に指導目的として＝ミニニケーションを

あげる場合が多く、指導方法内容として「リズム遊び」といった「リズム」

と「遊び」の両方の項目を含む例もみられた。学校毎に詳細に内容を検討し

たところ、特に小学部や幼稚部において「残存聴力」がある子どもを対象と

したコミュニケーション指導を目的としてリズム遊びなどを行っている例が

みられた。また残存聴力がない場合であっても、聴覚障害の子どもに対して

空気の振動を身体で受け止められるような教材教具の工夫を行っている例も

あり、聾学校における音楽の活用について今後の新たな取り組みの可能`性が

示唆されたと考えられる。

養護学校については文献数が最も多く特徴的な傾向を認めたが、子どもと

学校の絶対数を考慮すれば、今回の集計からは主に知的障害養護学校につい

ての所見が得られたものと考えられる。養護学校では指導目的として集団の

項目を含む文献数が最も多く全体の半数を超え、次に多く見られたのがコミ

ュニケーションの項目であり、対人関係や余暇、機能についても一部にみら

れた。また指導方法内容は、演奏技術のみならず、遊びやリズムの項目もま

た多くみられた。一方教育課程の枠組みをみると、特に養護学校においては

教科における音楽活動のみならず、養護・訓練や生活単元学習など他の教育

課程の枠組みにおいても少なからず音楽を活用した取り組みがなされている
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ことが明らかになった。養護学校の場合には肢体不自由や重度重複障害の子

どもも在籍し、知的障害養護学校に限ってみても知的障害の他にダウン症や

自閉（症）などの幅広い障害種別の子どもが在籍している。さらに知的な発

達の相違も考慮すれば、盲・聾学校に比較して養護学校においては様々な子

どもが混在する複雑な教育場面が構成されていると考えられる。得られた所

見から養護学校における取り組みの中には、教科の枠組みの範囲内だけでは

実現困難な取り組みもまた少なからず含まれていたものと考えられる。これ

らのことから、養護学校においては教科の枠組みの中で音楽を活用するだけ

ではなく、他の教育課程の枠組みにおいても個々の子どもの実態に即した教

育的対応が様々な形で工夫されていることが推定できる。

1999年３月に発表された文部省の新しい学習指導要領案では､養護・訓練

が自立活動として見直され、さらに総合的な学習の時間を新たに設けること

で、指導方法内容の柔軟な運用を可能にしようとしている’0）。これらのこと

を踏まえて今後は、教科の範囲内における従来的な音楽活動のみならず、さ

らに幅広い教育場面において音楽を活用した新たな取り組みが工夫されてい

くことが望まれる。上述したように音楽を活用した取り組みの工夫は、むし

ろ教科以外の枠組みの中でこそ柔軟かつ斬新な内容をもって実現できた可能

性が考えられる。しかし一方で、新たな取り組みを工夫するためには最低限

の試行錯誤がどうしても必要となる。教育現場において試行錯誤は許されな

いものであるとの考え方もあろうが、少なくともこの試行錯誤を可能熊限り

取り除くためには、実践的な取り組みに当たっての理論的な背景を固めてお

くことが重要であろう。そのためには、ここまで述べてきたような実践的な

研究を進めるとともに、その科学的根拠を構築するような基礎的な研究もま

た平行して行っていくことが不可欠であると考えられる。今後障害児教育に

おける音楽を活用した取り組みを考えるに当たっては、子どもを中心としな

がら、実践研究と基礎研究との綿密な連携を図っていくことが最も重要なア

プローチのひとつであると考えられる。

今回の集計では、指導目的として心理的安定や自己統制という項目に該当

する文献は見あたらなかった。しかし集団形成を図るということは、一方で

音楽活動を行っている一定の時間内は集団の中にいることが要求されるもの

であり、特に多動な傾向のある子どもにとっては自己統制をはかることにつ

ながる取り組みとなりうる。さらに音楽活動を通して情動的なものを発散さ

せ、心理的安定をはかることもまた可能であろう。これらの指導目的は比較

的長期的な展望のもとに考えられるものであることから、教科の指導計画の

作成など比較的短期の指導目的を考えた場合には表面に出にくかったものと

考えられる。また知的障害養護学校に少なからず在籍している、自閉（症）
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の子どもたちにとって音楽を活用した取り組みは対人関係の改善や、前述し

たようなコミュニケーションの支援という目的で行われていたものと考えら

れる。特に幼稚部や小学部などでは早期からの教育的対応の重要性も相まっ

て、リズム遊びや手遊びなどを用いた音楽活動が行われていた可能性が高く、

これらはコミュニケーションの発達につながる取り組みとして重要であると

考えられる。さらに数は少なかったものの、余暇の過ごし方につながる活動

としての音楽の活用についても今後重要になってくるものと考えられる。特

に作業学習などの時間が増加する高等部などでは、在学中はもちろんのこと

学齢を終えた後も考慮して、余暇活動を豊かなものにするための音楽活動を

学齢の時期に身につけておくことは、彼らのライフサイクルをトータルで考

えた場合にきわめて重要な点であると考えられる。
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IⅡ本研究における今後の課題と研究的アプローチの方策

先行研究との比較と音楽を活用した取り組みに関する基本的な考え方

本研究ではまず音楽を活用した取り組みを考えるにあたっての研究的アプ

ローチの方法について述べ、さらに全国で行われている「音楽を活用した取

り組み」について国立特殊教育総合研究所のデータベースをもとにその概略

を総覧した。中村･(1990）１１）と富田（1997）１５)は、特殊教育実践研究課題

（中村は１９８０年から1988年までの８年間､富田は１９８５年から１９９４年まで

の１０年間）を基に、標題と索引語に「音楽療法」という項目のみを含む文献

について集計を行っている。双方とも本報告と重複する期間があるが、文献

数は中村の場合３９件、富田の場合には４３件を対象として集計を行い、いず

れも他のデータベースなどとの比較を行いながら考察を加えている。その中

で中村（1990）１１)は、都道府県別の分布については同一の学校から複数の課

題がでていることから、音楽療法を実践している学校は全国に散在している

ものと述べている。本報告では「音楽療法」という限定したキーワードでは

なく、広く「音楽」をキーワードとして抽出し、集計したことから文献の総

数は５３６件と明らかに多かった。盲学校や聾学校からの文献数は少なかった

ものの、特に養護学校の場合には同一の学校から複数の課題がでていること

を考慮しても、地域による差がある程度みられたものと考えられる。また富

田（1997）１５)は、医療系の文献データベースと比較しながら、養護教育にお

ける「音楽療法」に関しては、文献数そのものが非常に少ない現状で経過し

ていると述べている。しかし先に指摘したように、「音楽」をキーワードとし

て集計した場合には、ほぼ同時期に毎年５０件前後の文献数がみられることが

明らかとなった。この値は先の医療系のデータベースから抽出された「音楽

療法」の文献数と比較して大きな差異はなく、年度によってはむしろ文献数

が多い場合もみられた。

本研究では基本的な考え方として、音楽療法的な接近の手法も含めて「音

楽を活用した取り組み」と包括的に捉える必要があると考えている。上述し

たように「音楽療法」と限定して検索した場合には、きわめて限られた範囲

の実践のみが抽出された可能性があったものと考えられる。すなわち音楽療

法士の訓練を十分に受けている教師はきわめて少ない可能性があることに加

えて、実際には音楽療法的な接近を図りながらも、実践技術としての音楽療

法の手法がそのまま適用できないような場合がむしろ多かったものと考えら

れる｡例えば音楽療法の基礎理論のひとつとして同質の原理がある(Altshuler

l948)1)。これは音楽療法の対象となるクライアントの覚醒水準などを見極め

１．
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ながら、使用する楽曲の曲想などを判断するための指標を示したものである。

障害児教育における音楽の活用にあたっても、この原理を応用することは十

分に可能である。音楽療法の場合、基礎的な理論の構築がある程度なされて

いることから、その基本的な考え方を理解した上で障害児教育に応用するこ

とはきわめて有効であると考えられる。しかし音楽療法でしばしば行われる、

即興演奏などを用いたダイナミックな療法的アプローチをそのまま障害児教

育に応用できるか否かについては疑問である。これらのことから、障害児教

育の分野において上述したような音楽療法的な接近を図った場合に、その内

容は等しく「その子どもの心理的、生理的、社会的な発達を促す」という目

的をもちながら、その取り組みを音楽療法とする場合もあれば、あえて音楽

療法とはしない場合もあったことが推定される。

松井（1989）８)によれば、「音楽療法には､音楽を聞かせることによって、

音楽自身の働きを直接利用しようとする方法と、音楽活動の持つ発達促進的、

機能回復的働きを活動療法的に使う方法」があり、「その両者がうまく統合さ

れたときに、より効果的な成果をもたらすことができる」としている。これ

は音楽療法を広義に定義したもののひとつであり、障害児教育における音楽

の活用の最終的な目的もまさにこれらの点にあると考えられる。しかし得ら

れた所見を考慮した場合、障害児教育における「音楽療法」という言葉の使

い方が、少なくとも現段階においては、全国の都道府県をはじめ、学校現場

や教師の間で必ずしも同一でない可能性が考えられる。中村（1990）１１)がい

みじくも指摘するように、「現実問題として障害児を対象とした場合、どこか

らどこまでが音楽療法で、どこからどこまでが単なる音楽教育ないし音楽活

動であるか、区別することは非常に困難である」といわざるをえない。以上

のことから、本研究では今後とも当面の間、音楽療法的な接近も含めて「音

楽を活用した取り組み」として包括的に取り扱っていくこととする。本研究

の最終的な目的は、より多くの教師が広く「音楽を活用した取り組み」を実

現できることを目指した、いわば汎用性のある方法論を考えていくことであ

り、応用可能な音楽療法的な接近の方法は当然その範畷に含まれると考えて

いる。このような実践的な研究を進めていくにあたっては実際の教育現場と

の密接な情報交換が不可欠であると考えられる。互いに連携を図りながら

個々の子どもに対する事例研究などを進め、さらにその資料を蓄積していく

ことが重要であろう。

２．音楽を活用した取り組みに関する新たなデータベース作成

全国で行われている「吝楽を活用した取り組み」について、特殊教育実践

研究課題から標題あるいは索引語に「音楽」が含まれる文献総数は５３６件に
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のぼっていた。次の段階として早急に行わなければならないことは、この抽

出された文献全てについて新たなデータベースの作成を試みることである。

すなわち、特殊教育実践研究課題に含まれている標題、索引語、著者などの

項目を必要に応じて選択的に移植することで、「音楽を活用した取り組み」に

限定した単独のデータベースを作成することである。この新たに作成したデ

ータベースはいわば雛型といえるものである。特殊教育実践研究課題には抄

録も項目に含まれているために、この雛型だけでも十分に利用価値は高いも

のである。今回報告したように、標題や索引語あるいは抄録などに含まれる

項目を検索し、集計することで障害種別や教育課程の枠組みなどについて全

般的な概略については把握することができる。しかし一方で、事例としてあ

げられている子どもの様子や、抄録に記載されていない方法論的な内容など

について詳細な情報を得ることは不可能である。今回の集計の段階において

も、それぞれの取り組みが行われている学年、あるいは学部については全て

特定する事はできなかった。また事例が数多くあげられているような場合に

ついても、個々の子どもの発達段階や障害種別までは特定不可能であった。

同じ音楽を活用した取り組みといっても、幼稚部と中学部とでは自ずとその

指導目的や方法内容は異なるであろうし、さらに子どもの実態によっても取

り組みのあり方は異なるべきであろうと考えられる。これらの点について

個々に調査をするためには、可能な限り実際の文献を手元に収集し、個々の

文献毎に詳細に検討を加えていく他に方法はないと考えられる。この場合、

536件の文献全てを収集することは不可能に近く、さらに収集できた文献全て

に目を通して検討を加えることは大変困難な作業である。しかしこの作業を

地道に続けながら必要な項目を厳選し、先の雛型となるデータベースに項目

を加えていくことで、「音楽を活用した取り組み」について今後さらに詳細な

所見がみいだせることは間違いないと考えられる。

本研究では現在、今回抽出できた文献の収集を行いながら、平行して新た

なデータベースの試作を進めている。このデータベースの充実をはかること

で、今回報告したような文献的な研究の進展のみならず、現場の教師が活用

できる新たなデータベースシステムとしての運用も可能となる。すなわち、

教師が実際に子どもを前にして音楽を活用した取り組みを考えようとした時

に、その子どもの実態に合わせた情報が可能な限り簡便に抽出できるような

システムを構築することができる．例えば、ある教師が所属している「小学

部」の「低学年」において、「ダウン症」の子どもに対して「リズム遊び」を

取り入れた取り組みを行いたいと考えたとする。この場合キーワードとなる

のは、最低限度「小学部｣、「低学年｣、「ダウン症｣、「リズム遊び」の４項目

である。これらの項目をキーワードとしてデータベースを検索することで、
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全国の類似した取り組みの文献が複数抽出されるように検索項目を厳選する。

現在構築しているシステムは単なるデータベースとしてだけではなく、実際

の教育現場で活用することを意識して検索機能を充実させている。このこと

で現場の教師にとってもまた、きわめて有用なシステムを構築することがで

きると考えられる。さらに今後、現場の教師との連携を図りながら実践的な

研究を進める際にも、このシステムの活用が有効であると考えられる。

障害児教育における音楽を活用した取り組みのための基礎的研究

先に今後障害児教育における音楽を活用した取り組みを考えるに当たって

は、子どもを中心としながら、実践研究と基礎研究との綿密な連携を図って

いくことが最も重要なアプローチのひとつであることを指摘した。障害児や

高齢者に限らず、音楽が人間の心理的側面や生理的側面に対して効果を及ぼ

すという事実は古くから知られており、人間は音楽を聞くことによって受け

る影響や効果を経験的に用いてきたという長い歴史がある。ここで音楽が人

間に与える効果については、自律系の指標や脳波などを用いた生理学的な研

究がその分野を担っている。また人間が音楽を聞くことによって受ける影響

や効果については、心理学的な立場からのアプローチが考えられる。さらに

その双方の効果を総合的に検討しようとする研究分野が精神生理学（生理心

理学）の分野であるといえる。これらの研究分野から得られた資料は、障害

児教育における音楽の活用をはかる際の基礎的な背景となり、科学的な基礎

理論の構築に不可欠であるといえる。例えば、音楽がもつメロディー（旋律）

やハーモニー（協和)、リズム（拍子）については、知覚的な認知の問題と深

い関係をもっており、France（1988）３)の研究をはじめとして、認知心理学

の分野で古くから様々な研究が行われている。また、各々の楽曲がもつ音楽

的表現（いわゆる曲想）の基本的な分析については、Hevner（1936）５)の行

った古典的な研究以来、数多くの研究がなされている。さらに近年では、音

楽心理学の分野で特に発達的なアプローチが重要なテーマとして着目されて

いる（Harrgreavesl995,梅本1996)4)17)。いわゆる音楽のジャンルや嗜好

性あるいは態度などについては、時代や年齢あるいは気分などによって容易

に変化するものである。これらのことは障害児教育における音楽の活用に当

たっても、考慮すべききわめて重要な側面であると考えられる。また実際の

教育場面で使われている多くの楽曲がもつ音楽的表現についても、指導目標

などを考慮しながら個別に検討を加えていく必要があると考えられる。さら

に音楽心理学における発達的なアプローチについても、現在のところ障害児

を念頭において行われたものはほとんどみられない。しかしこの発達的なア

プローチについては、今後の障害児教育にとってきわめて重要な基礎的研究

３．
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テーマのひとつになっていくことが予想される。本研究を進めていくにあた

って、これらの心理学的なアプローチによる基礎的な研究は今後ともさらに

必要である。

一方音楽が人間に与える効果については、主に生理学の分野で研究が行わ

れてきた(Zimny＆WeidenfeUerl962Walkerl977,Borlingl981)２０)19)2）。

しかし、個々には興味深い所見が得られているものの、現段階において明確

で一般的な傾向はなお得られていない。音楽が人間に与える影響とそれに対

する人間の反応様式は、きわめて多様かつ複雑であり、音楽を活用した取り

組みを行うために不可欠な基礎的研究であるにも関わらず、明確な所見が得

られにくい研究分野であるといわざるを得ない。しかし一方で、これまでみ

てきたように音楽が人間の心身に大きな効果を与えることは経験的に知られ

た事実であることから、実験デザインの工夫や得られたデータの処理方法の

改善などで新たな所見が見いだせる可能性は十分にあるといえる。筆者らは

過去10年以上にわたる基礎研究の中で特に受動的音楽鑑賞時の脳波変動につ

いて詳細に検討を加え、音楽がもつ覚醒調整効果の存在を指摘した（ogata

l995,緒方1997,岩城ら1995）１２)13)6)。このことは、受動的音楽鑑賞とい

う音楽活動のもつ意味について科学的に明らかにしたものであるが、あくま

で音楽鑑賞のひとつのあり方を示したものにすぎない。受動的音楽鑑賞とい

う音楽活動に限ってみても、鑑賞態度に関わる心理的構えの相違など様々な

あり方があると考えられる。しかし音楽を活用して人間の覚醒水準をある程

度＝ントロールできる可能性を指摘できたことから、例えばパニックを起こ

した自閉の子どもに対する教育的対応などの場面で応用がはかれる可能性が

ある。そのためには前述した実践的な研究との両立が不可欠であり、ここで

も双方の情報交換や事例的な研究を通じて具体的な方法論を工夫することが

重要であろう。今後とも受動的音楽鑑賞に関する基礎的な研究を継続してい

くことは、障害児教育における音楽の活用についての基礎的な理論構築の一

助となりうると考えている。本研究では、今後実験設備や機器の充実をはか

りながら、時間をかけてこれらの基礎的な研究を進めていく計画である。

以上述べてきたように、障害児教育における音楽の活用をはかるには、実

践的な研究はもちろんのこと、その裏付けとなる基礎的な研究もまた平行し

て行っていくことが不可欠である。これからの本研究の遂行にあたって、実

践的な研究をひとつの柱と考えるならば、基礎的な研究はもうひとつの重要

な柱であるといえる。それらはいわば「車の両輪」のような関係をもつと考

えられ、双方が綿密な連携をとりながら研究が進められていくように計画を

していく必要がある。これまで多くの場合、実践的な研究と基礎的な研究が

連携を図ることは少なく、むしろ別の領域で個別になされてきた経緯がある。
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今後は両者が連携をとりながら共同して研究を進めることがきわめて重要で

あり、そのことによって「障害児教育における音楽の活用」についてさらに

有効な所見が得られていくものと考えられる。
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